
町
の
障
が
い
者
福
祉
の
現
状

　

玉
村
町
に
お
け
る
障
害
者
手
帳
の
所
有
者

は
、
令
和
8
年
4
月
1
日
現
在
で
身
体
障
害
者

１
３
４
３
人
、
知
的
障
害
者
２
８
６
人
、
精
神

障
害
者
４
０
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
10
年
前
に
比

べ
て
５
４
９
人
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
精

神
障
害
者
数
は
、
こ
の
10
年
で
倍
増
し
て
お
り
、

２
２
５
人
の
増
加
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

数
も
増
加
し
て
い
て
、
10
年
前
と
比
較
し
て
、
令

和
8
年
4
月
1
日
現
在
で
は
18
歳
未
満
が
１
４
３

人
（
１
０
１
人
増
）、
18
歳
以
上
が
２
７
４
人

（
70
人
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

町
に
は
、
こ
れ
ら
の

障
が
い
者
に
対
応
す
る

た
め
、
訪
問
系
サ
ー
ビ

ス
・
日
中
活
動
系
サ
ー

ビ
ス・居
住
系
サ
ー
ビ
ス・

障
害
児
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
障
が

い
特
性
だ
け
で
な
く
、

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
取
組
が
必
要
と
さ

れ
る
た
め
、
き
め
細
か

い
系
統
の
サ
ー
ビ
ス
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
各
サ
ー
ビ
ス
の
系
統
は
、
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
が

居
宅
介
護
や
重
度
訪
問
介
護
等
４
系
統
、
日
中
活

動
系
サ
ー
ビ
ス
は
生
活
介
護
や
自
立
訓
練
、
就
労

移
行
支
援
等
８
系
統
、
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
は
施
設

入
所
支
援
や
共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

等
５
系
統
、
障
害
児
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
は
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
３
系
統
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
っ
て
い
る
。

社
会
参
加
を
支
え
る
環
境
整
備
を

社
会
参
加
を
支
え
る
環
境
整
備
を

視視点点
議会の議会の

委
員
か
ら
は
、
障
が
い
者
数
の
増
加
に

対
す
る
社
会
全
体
で
の
支
援
体
制
の
必

要
性
、親
亡
き
後
を
見
据
え
た
生
活
支
援
の
充
実
、

さ
ら
に
は
通
所
し
て
い
な
い
障
が
い
者
へ
の
支
援

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及

び
就
労
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
社
会
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
し
、
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る

環
境
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。
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町
営
住
宅
の
現
状
は

　

町
で
は
現
在
11
団
地
２
１
７
戸
を
管
理
し
て

お
り
、
こ
の
う
ち
３
団
地
は
入
居
募
集
を
停
止

し
、
退
去
後
に
順
次
解
体
す
る
予
定
で
あ
る
。

入
居
者
は
令
和
8
年
4
月
1
日
時
点
で
１
３
５

世
帯
２
１
８
人
で
、
単
身
世
帯
は
全
体
の
割
合

の
57
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
65
歳
以
上
の

入
居
者
は
43
・
６
％
を
占
め
る
な
ど
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
建
物
の
老
朽
化
も
進
み
、
修
繕
費
や

補
修
工
事
費
が
増
加
し
て
い
る
。
町
で
は
国
の

交
付
金
を
活
用
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
設
備

更
新
な
ど
の
個
別
改
善
工
事
を
実
施
し
て
い
る

が
、
交
付
金
対
象
外
の
補
修
工
事
は
財
政
事
情

か
ら
先
送
り
さ
れ
て
い
る
状
況
も
示
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
人
口
減
少
や
民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
程
度
の
町
営

住
宅
が
必
要
と
な
る
の
か
、
建
て
替
え
を
行
う

べ
き
か
な
ど
、
長
寿
命
化
計
画
見
直
し
の
際
に

検
討
し
て
い
く
と
の
説
明
を
受
け
た
。

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な

政
策
を

政
策
を

視視点点
議会の議会の

委
員
か
ら
は
、
町
営
住
宅
を
取
り
巻

く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

以
前
の
よ
う
な
入
居
待
機
者
が
多
い
状
況
か

ら
変
化
し
て
お
り
、
今
後
は
老
朽
化
し
た
住
宅

を
維
持
管
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
団
地
の
統
合

や
再
編
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
な
ど
も
含
め

た
検
討
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
や
住
宅
困
窮
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
民
間
家
賃
補
助
制
度
の
導
入
を
視

野
に
入
れ
る
べ
き
と
の
意
見
や
、
外
国
人
入
居

な
ど
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
意
見
も

あ
っ
た
。

　

当
委
員
会
は
令
和
９
年
度
に
予
定
し
て
い
る

長
寿
命
化
計
画
の
改
定
に
向
け
、
人
口
減
少
社

会
を
見
据
え
、
現
在
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
持
続

可
能
な
住
宅
政
策
の
検
討
を
求
め
て
い
く
。

玉
村
町
に
お
け
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誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
行
政
の
在
り
方
と
は
…

障
が
い
者
福
祉
の
現
状
を
調
査
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